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寒冷地向け大規模栽培技術であるイネの初冬直播き栽培は，越冬後の出芽率の

向上と安定が必要不可欠である．本実験では，初冬直播き栽培適正の高い種子の

特性を明らかにするため，試験１では，国内を中心とした多様な遺伝資源（品種）

と環境（採種地）の組み合わせが越冬後の出芽率に及ぼす影響，試験２では，同

一の種子を用いて採種地の環境が越冬後の出芽率に及ぼす影響と環境要因につ

いて評価した．

【材料及び方法】

試験 ：多様な品種と多様な採種地の組み合わせが越冬後の出芽率に及ぼす影響

を評価するため，北海道を含む 地点から，品種・採種地が異なる計 種類の

種子の提供（表 ）を受け，寒冷地圃場である岩手大学附属農場（岩手県滝沢市）

において，出芽試験を３ヵ年（ 年， 年， 年）実施した．

また越冬後の出芽率と種子休眠の関係を調べるため，発芽に最適な ℃の条件

下で発芽試験を か年（ 年， 年）実施した．なお本実験では

日目の発芽率を種子休眠の指標とした．

試験２：採種地の環境が越冬後の出芽率に及ぼす影響を評価するため，採種年

（ 年）・採種地（岩手県）が同一の「ひとめぼれ」と「あきたこまち」を北

海道から九州までの 地点に送付し，それぞれの地点で栽培・採種した．それ

ら採種地の異なる種子について岩手大学で乾燥等の調整後，岩手大学附属農場に

播種し，越冬後の出芽率を調査した（ ）．試験 と同様に出芽率と種子休

眠の関係をみるため，発芽試験を同年に実施した．また，採種地の環境が及ぼす

影響の要因について評価するため，採種地最寄りの気象観測所 地点の栽培期

間中の気象データ（平均気温，最高気温，最低気温，日照時間）を用いて解析を

行った．

【結果及び考察】

試験１： 越冬後の出芽率の３カ年の平均は，広島産「オオナリ」の１％から広

島産「ヒノヒカリ」の ％と大きな変動がみられた．また，「あきたこまち」等

の採種地が複数ある品種の出芽率を採種地間で比較すると，採種地によって出芽

率は変動した．種子休眠も品種・採種地の組み合わせによって変動しており，種

子休眠が深い品種・採種地は出芽率が高く，休眠が浅いほど出芽率が低い傾向が

みられた．以上のことから，越冬後の出芽率は，品種および採種地の組み合わせ
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によって変動することを明らかにし，その つの要因としては種子休眠の関与が

示唆された．

試験２： 試験１から出芽率は品種・採種地の組み合わせの影響を受けているこ

とが明らかになった．そこで，採種地の効果について採種年・採種地が同一の品

種を異なる採種地で栽培し，岩手大学附属農場で出芽率を評価した．越冬後の出

芽率において「ひとめぼれ」は北海道の６％から秋田の ％，「あきたこまち」

では秋田の５％から三重の ％と両品種で採種地によって出芽率に変動がみら

れた．種子休眠も採種地が変わることで出芽率に変動がみられた．また，種子休

眠に関しては登熟期の気温が高いと休眠が深くなる負の相関関係がみられた．以

上のことから同一の品種であっても採種地が異なると出芽率は変動すること，そ

の要因として登熟期の気温の関与が示唆された．
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表 品種および採種地が異なる組み合わせの 種類の種子一覧
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